寄り道研究所・観測記録
2026年9月8日――核酸医薬が「研究」から「産業」へ動き始めた節目
ここ数日、NANOホールディングスをめぐって興味深い材料が続いている。
一つひとつを見れば、TUG1 ASOの臨床試験、DDS、核酸製造、ナティアスへの投資、そして世界で進む核酸医薬の臨床開発という、それぞれ別々のニュースである。
しかし少し離れて眺めてみると、それらが一本の線としてつながり始めているように見える。
2026年9月8日に発行された「CTO通信 Vol.04」は、その変化を観測するうえで一つの節目になる資料だと思う。
「効く標的」が証明された後に何が起こるのか
今回取り上げられたのは、真性多血症（PV）に対するヘプシジン模倣ペプチド、ルスフェルチドである。
Phase III VERIFY試験では293人を対象として、主要評価項目の臨床的奏効率がルスフェルチド群76.9%、プラセボ群32.9%となり、2026年8月28日にFDA承認へ到達した。
しかし、ここで注目したいのは一つの薬が承認されたという事実だけではない。
この成功によって、ヘプシジン経路そのものが臨床的に意味のある治療標的として確認されたことである。CTO通信でも、この承認によってヘプシジン経路がPV治療の「Validated Target」として広く認知されることになった、と説明している。
すると、その周辺で別の技術を使って同じ経路を制御しようとしていた研究にも光が当たり始める。
その一つが核酸医薬である。
ASO、siRNAが後ろから追いかけている
現在、TMPRSS6を標的とするASOやsiRNAがすでに臨床開発へ進んでいる。
先行するサパブルセンはPhase IIaで主要評価項目を達成し、すでにPhase II/IIIのINTREPID試験へ進んでいる。
さらに後ろには、AG-236やジベシランといったsiRNAが続く。
3ページ目の比較表を見ると、もう一つ興味深いことが分かる。
ルスフェルチドが週1回を基本とするのに対し、サパブルセンは4週ごと、siRNAでは6週ごと、さらに維持期には12週ごとへの延長まで検討されている。
ここまで来ると競争は、
「核酸医薬は効くのか」
だけではなく、
「どの薬が、より長く効き、患者の負担を小さくできるのか」
という医薬品としての競争へ移り始めている。
研究室の技術が、少しずつ「商品」になり始めているのである。
そしてNANO自身のTUG1 ASO
この世界的な核酸医薬の流れを説明する途中で、CTO通信はNANO MRNAが再発膠芽腫を対象としたTUG1 ASO Phase Ib試験を開始したことにも触れている。
もちろん、PVの核酸医薬が成功することと、TUG1 ASOが膠芽腫で成功することは同じではない。
疾患も標的も異なる。
だから、この資料をTUG1成功の証拠として読むべきではない。
むしろ重要なのは、
核酸医薬というモダリティそのものが、POC、大手製薬会社との契約、後期臨床、そして承認を視野に入れる段階へ進んできた
という産業全体の変化である。
TUG1も、その大きな流れの中に存在している。
「薬」だけを見ていると見えないもの
ここで最近観測してきたナティアスの存在が面白くなってくる。
核酸医薬が増えれば、それを作らなければならない。
臨床試験がPhase IからII、IIIへ進み、さらに上市へ向かえば、研究室レベルとは異なる品質、再現性、量産能力が要求される。
すると、
核酸医薬の成功
↓
開発品の増加
↓
臨床後期へ進む品目の増加
↓
核酸製造量の増加
↓
CDMO・製造技術への需要増加
という別の道が見えてくる。
ここでは、一つの薬が成功するかどうかだけが勝負ではない。
核酸医薬産業そのものが大きくなれば、その周辺にも需要が生まれる。
以前から観測してきた「ツルハシ・ジーンズ」の考え方が、ここにつながってくる。
NANOを見る物差しも変えておきたい
NANO自身もCTO通信について、世界の技術革新を継続的にウォッチし、その価値と可能性を見極め、グループの投資戦略や新たな事業機会の創出につなげると明記している。
これは今後NANOを観測するときの重要な一文になると思う。
かつてなら、
この新薬は成功するのか。
これが最大の問いだった。
これからは、
核酸医薬産業が成長したとき、NANOはその成長をどこから収益として取り込めるのか。
こちらも同時に観測する必要がある。
創薬がある。
DDSがある。
核酸製造がある。
CDMOがある。
そして新しい技術を取り込む投資機能がある。
現時点では、これらが一つの完成した事業モデルになったと断定する段階ではない。
だからこそ、観測する価値がある。

2026年9月8日、ここに旗を立てておく
未来から振り返ったとき、この日が大きな転換点だったのか、それとも期待が先行しただけだったのか。
今はまだ分からない。
それでいい。
寄り道研究所は未来を当てる場所ではなく、変化が始まった場所に旗を立て、あとから答え合わせをする場所だからである。
2026年9月8日。
ルスフェルチドのFDA承認。
TMPRSS6核酸医薬の後期臨床。
TUG1 ASOのPhase Ib。
DDS。
そして核酸を「作る」側への展開。
点だった材料が、少しずつ線に見え始めた。
今日の段階では、結論を出さない。
ただ、一つだけ仮説を残しておく。
NANOの本当の転換点は、一つの新薬が成功した日ではなく、創薬・DDS・製造・CDMO・投資が一つの産業戦略としてつながった日になるのではないか。
その日が来るのか。
これから観測していこう。
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